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62.6 

41.0 

18.6 

17.3 

11.2 

6.0 

1.4 

1.4 

2.3 

0.0 40.0 80.0

子供が少なくなった。小学校

や保育園等が減った

空き家や空き地が増えた

商店が閉店し買い物がしづ

らくなった

地域の働く場所がなくなり離

れた場所で働く人が増えた

公共交通機関の便数が減っ

た

担い手不足で祭りや伝統行

事ができなくなった

近くの病院がなくなった

行政機関の窓口が減った

その他

（％）

３．分野別取組について 

【人口減少対策について】 

全国的に少子高齢化や人口減少が進んでいます。あなたがお住まいの地域でもその 
影響があると感じることはありますか。（○は１つ）また、「ある」と回答した方は、 
どのようなことに感じますか。（○は２つまで）  

問 

ある

78.4%

ない

14.7%

無回答

6.9%

n=1,837

【調査結果（ポイント）】 

少子高齢化・人口減少の影響は「ある」の回答が約 8 割 
影響を感じるのは「子供が少なくなった。小学校や保育園等が減った」がトップ 

〔全体〕 

  少子高齢化・人口減少の影響が「ある」と回答したのは 78.4％となっている。 

  影響を感じるのは、「子供が少なくなった。小学校や保育園等が減った」が 62.1％で最も多く、

次いで、「空き家や空き地が増えた」38.5％、「商店が閉店し買い物がしづらくなった」19.1％と

続いている。 

 

 

62.1 

38.5 

19.1 

16.2 

15.9 

5.7 

2.5 

1.7 

1.3 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

子供が少なくなった。小学校や保育

園等が減った

空き家や空き地が増えた

商店が閉店し買い物がしづらくなっ

た

地域の働く場所がなくなり離れた場

所で働く人が増えた

公共交通機関の便数が減った

担い手不足で祭りや伝統行事ができ

なくなった

近くの病院がなくなった

その他

行政機関の窓口が減った
n=1,441

(%)

県南 県央 県北 島原半島 離島 

n=554 

 

n=218 

 

n=392 

 

n=140 

 

n=124 

 

【地域別】 

57.3 

24.8 

32.1 

12.8 

19.3 

4.6 

3.2 

1.4 

1.4 

0.0 40.0 80.0

54.8 

42.9 

17.9 

14.0 

23.2 

6.1 

2.8 

0.8 

1.8 

0.0 40.0 80.0

80.0 

37.1 

7.1 

17.9 

17.1 

4.3 

3.6 

0.7 

1.4 

0.0 40.0 80.0

72.6 

42.7 

13.7 

21.0 

7.3 

6.5 

4.0 

2.4 

0.0 40.0 80.0

子供が少なくなった。小学校 
や保育園等が減った 

商店が閉店し買い物がしづら 
くなった 

地域の働く場所がなくなり離 
れた場所で働く人が増えた 

担い手不足で祭りや伝統行事 
ができなくなった 

その他 

空き家や空き地が増えた 

商店が閉店し買い物がしづら 
くなった 

地域の働く場所がなくなり離 
れた場所で働く人が増えた 

公共交通機関の便数が減った 

担い手不足で祭りや伝統行事 
ができなくなった 

近くの病院がなくなった 

行政機関の窓口が減った 

子供が少なくなった。小学校 
や保育園等が減った 
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〔地域別〕 

上位 5項目の全体との大きな相違は見られないが、県央地域は「商店が閉店し買い物がしづら

くなった」が 2 位、「空き家や空き地が増えた」が 3 位となっており、県北地域は「公共交通機

関の便数が減った」が 3 位となっている。島原半島地域は「地域の働く場所がなくなり離れた場

所で働く人が増えた」が 3 位、「公共交通機関の便数が減った」が 4 位となっており、離島地域

は「地域の働く場所がなくなり離れた場所で働く人が増えた」が 3位となっている。 

また、島原半島地域・離島地域では 1位の項目「子供が少なくなった。小学校や保育園等が減

った」が他の地域より 10ポイント以上高くなっている。 

 

男性 女性 

【性別】 

n=904 

 

n=520 

 

〔性別〕  

  上位 5 項目の全体との相違は、男性の順位の変動はないが、女性は「公共交通機関の便数が減

った」が 3 位に繰り上がっている。 

 

65.4 

40.7 

18.4 

16.4 

11.8 

6.7 

1.5 

1.8 

2.1 

0.0 40.0 80.0

子供が少なくなった。小学校

や保育園等が減った

空き家や空き地が増えた

商店が閉店し買い物がしづ

らくなった

地域の働く場所がなくなり離

れた場所で働く人が増えた

公共交通機関の便数が減っ

た

担い手不足で祭りや伝統行

事ができなくなった

近くの病院がなくなった

行政機関の窓口が減った

その他

（％）

56.9 

35.4 

20.4 

15.6 

23.1 

3.7 

4.2 

0.4 

1.2 

0.0 40.0 80.0

その他 

空き家や空き地が増えた 

商店が閉店し買い物がしづら 
くなった 

地域の働く場所がなくなり離 
れた場所で働く人が増えた 

公共交通機関の便数が減った 

担い手不足で祭りや伝統行事 
ができなくなった 

近くの病院がなくなった 

行政機関の窓口が減った 

子供が少なくなった。小学校 
や保育園等が減った 



29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

20 歳未満 

n=12 

 

n=80 n=152 

 

20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 

n=222 

 

n=238 

 

50～59 歳 

n=351 

 

60～69 歳 70～79 歳 

n=236 

 

n=140 

 

80 歳以上 

66.7 

16.7 

8.3 

8.3 

33.3 

0.0 40.0 80.0

子供が少なくなった。小学校

や保育園等が減った

空き家や空き地が増えた

商店が閉店し買い物がしづ

らくなった

地域の働く場所がなくなり離

れた場所で働く人が増えた

公共交通機関の便数が減っ

た

担い手不足で祭りや伝統行

事ができなくなった

近くの病院がなくなった

行政機関の窓口が減った

その他

（％）

59.9 

33.6 

21.1 

21.1 

19.7 

5.3 

2.0 

0.7 

2.0 

0.0 40.0 80.0

58.8 

18.8 

25.0 

28.8 

16.3 

5.0 

2.5 

3.8 

1.3 

0.0 40.0 80.0

64.0 

36.5 

17.1 

15.3 

18.0 

6.3 

1.8 

1.8 

2.3 

0.0 40.0 80.0

67.6 

34.5 

17.2 

13.9 

17.2 

5.9 

2.9 

1.3 

1.3 

0.0 40.0 80.0

63.2 

46.4 

19.1 

15.1 

11.1 

8.0 

2.3 

1.1 

1.1 

0.0 40.0 80.0

子供が少なくなった。小学校

や保育園等が減った

空き家や空き地が増えた

商店が閉店し買い物がしづ

らくなった

地域の働く場所がなくなり離

れた場所で働く人が増えた

公共交通機関の便数が減っ

た

担い手不足で祭りや伝統行

事ができなくなった

近くの病院がなくなった

行政機関の窓口が減った

その他

（％）

61.4 

45.8 

17.4 

13.1 

17.4 

3.4 

3.0 

0.8 

2.1 

0.0 40.0 80.0

52.9 

36.4 

23.6 

17.1 

14.3 

3.6 

3.6 

0.7 

2.9 

0.0 40.0 80.0

その他 

空き家や空き地が増えた 

商店が閉店し買い物がしづら 
くなった 

地域の働く場所がなくなり離 
れた場所で働く人が増えた 

公共交通機関の便数が減った 

担い手不足で祭りや伝統行事 
ができなくなった 

近くの病院がなくなった 

行政機関の窓口が減った 

子供が少なくなった。小学校 
や保育園等が減った 

その他 

空き家や空き地が増えた 

商店が閉店し買い物がしづら 
くなった 

地域の働く場所がなくなり離 
れた場所で働く人が増えた 

公共交通機関の便数が減った 

担い手不足で祭りや伝統行事 
ができなくなった 

近くの病院がなくなった 

行政機関の窓口が減った 

子供が少なくなった。小学校 
や保育園等が減った 

〔年齢別〕  

  年齢の変化による、上位 5項目の大きな順位変動は見られない。全体との相違が見られるのは、

50 歳代・70 歳代で「公共交通機関の便数が減った」が 3位となっている。 

   

 

 



30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚・出産・子育てのしやすい環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県でも、人口減少に歯止めをかけるために、様々な施策に取り組んでいます。本県 
が、今後、より強化すべきと思う取組は何ですか。（○はいくつでも） 

問 

【調査結果（ポイント）】 

今後、より強化すべきと思う取組は 
良質な働く場所の創出・確保（若者の雇用対策、企業誘致等）が約 7 割でトップ 

67.1 

55.3 

31.7 

28.4 

27.9 

18.1 

15.8 

14.1 

14.1 

14.0 

3.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

良質な働く場所の創出・確保

（若者の雇用対策、企業誘致等）

結婚・出産・子育てのしやすい

環境の整備

道路等のインフラ整備や

公共交通の充実

健康長寿対策の推進と高齢者が

生きがいを持てる環境の整備

移住の促進やＵ・Ｉターンの

情報発信と受入体制の整備

地域へ人を呼び込むための農林水産業の振興

（担い手確保、集落対策等）

市町が取り組む地域の

魅力づくりへの支援

魅力ある観光地づくりと国内外からの

誘客の促進

長崎県の魅力発信やイメージアップとＰＲの

強化

地域を支える拠点づくりや安心ネットワーク

（見守り体制等）への支援

その他

（％）

〔全体〕 

  今後、より強化すべきと思う取組は、「良質な働く場所の創出・確保（若者の雇用対策、企業誘

致等）」が 67.1％で最も多く、次いで、「結婚・出産・子育てのしやすい環境の整備」55.3％、「道

路等のインフラ整備や公共交通の充実」31.7％と続いている。 

 

 

良質な働く場所の創出・確保（若者の雇用対 
策、企業誘致等） 

結婚・出産・子育てのしやすい環境の整備 

道路等のインフラ整備や公共交通の充実 

健康長寿対策の推進と高齢者が生きがいを持 
てる環境の整備 

移住の促進やＵ・Ｉターンの情報発信と受入 
体制の整備 

地域へ人を呼び込むための農林水産業の振興 
（担い手確保、集落対策等） 

市町が取り組む地域の魅力づくりへの支援 

魅力ある観光地づくりと国内外からの誘客の 
促進 

長崎県の魅力発信やイメージアップとＰＲの 
強化 

地域を支える拠点づくりや安心ネットワーク 
（見守り体制等）への支援 
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69.3 

56.3 

35.1 

29.7 

26.7 

17.0 

13.6 

16.3 

16.2 

13.7 

4.4 

0.0 40.0 80.0

良質な働く場所の創出・確保

結婚・出産・子育てのしやすい

環境の整備

道路等のインフラ整備や公共交

通の充実

健康長寿対策の推進と高齢者

が生きがいを持てる環境の整備

移住の促進やＵ・Ｉターンの

情報発信と受入体制の整備

地域へ人を呼び込むための農

林水産業の振興

市町が取り組む地域の魅力づく

りへの支援

魅力ある観光地づくりと国内外

からの誘客の促進

長崎県の魅力発信やイメージ

アップとＰＲの強化

地域を支える拠点づくりや安心

ネットワークへの支援

その他

（％）

県南 県央 県北 島原半島 離島 

n=723 

 

n=306 

 

n=486 

 

n=164 

 

n=136 

 

【地域別】 

66.7 

59.2 

34.3 

30.7 

24.2 

20.3 

21.2 

10.8 

12.7 

14.7 

2.0 

0.0 40.0 80.0

66.0 

56.8 

28.8 

29.4 

28.8 

15.0 

16.3 

13.6 

13.6 

14.2 

2.5 

0.0 40.0 80.0

64.0 

43.9 

26.2 

22.6 

28.7 

18.3 

14.0 

9.8 

11.0 

12.2 

1.8 

0.0 40.0 80.0

66.2 

51.5 

27.2 

20.6 

41.2 

29.4 

17.6 

17.6 

13.2 

14.7 

1.5 

0.0 40.0 80.0

 

〔地域別〕 

県南地域・県央地域では上位 5項目の全体との大きな相違は見られないが、県北地域は「道路

等のインフラ整備や公共交通の充実」が 4 位、「健康長寿対策の推進と高齢者が生きがいを持て

る環境の整備」が 3 位となっており、島原半島地域・離島地域は「移住の促進やＵ・Ｉターンの

情報発信と受入体制の整備」が 3 位となっており、離島地域では他の地域と比べ 10 ポイント以

上高くなっている。 

 

男性 女性 

【性別】 

n=1,142 

 

n=671 

 
68.7 

55.1 

33.4 

28.1 

27.2 

19.4 

16.0 

15.1 

14.8 

12.9 

3.6 

0.0 40.0 80.0

良質な働く場所の創出・確保

結婚・出産・子育てのしやすい

環境の整備

道路等のインフラ整備や公共交

通の充実

健康長寿対策の推進と高齢者

が生きがいを持てる環境の整備

移住の促進やＵ・Ｉターンの

情報発信と受入体制の整備

地域へ人を呼び込むための農

林水産業の振興

市町が取り組む地域の魅力づく

りへの支援

魅力ある観光地づくりと国内外

からの誘客の促進

長崎県の魅力発信やイメージ

アップとＰＲの強化

地域を支える拠点づくりや安心

ネットワークへの支援

その他

（％）

64.7 

56.3 

29.5 

28.8 

29.5 

15.9 

15.6 

12.7 

13.3 

15.9 

2.1 

0.0 40.0 80.0

〔性別〕  

  全体との上位 5 項目の相違は、男性の順位の変動はないが、女性は「移住の促進やＵ・Ｉター

ンの情報発信と受入体制の整備」が 3 位に繰り上がっている。 

 

結婚・出産・子育てのしやすい 
環境の整備 
道路等のインフラ整備や公共交 
通の充実 
健康長寿対策の推進と高齢者が 
生きがいを持てる環境の整備 

移住の促進やＵ・Ｉターンの情 
報発信と受入体制の整備 

地域へ人を呼び込むための農林 
水産業の振興 

市町が取り組む地域の魅力づく 
りへの支援 

魅力ある観光地づくりと国内外 
からの誘客の促進 
長崎県の魅力発信やイメージア 
ップとＰＲの強化 

地域を支える拠点づくりや安心 
ネットワークへの支援 

その他 

良質な働く場所の創出・確保 

結婚・出産・子育てのしやすい 
環境の整備 

道路等のインフラ整備や公共交 
通の充実 

健康長寿対策の推進と高齢者が 
生きがいを持てる環境の整備 

移住の促進やＵ・Ｉターンの情 
報発信と受入体制の整備 

地域へ人を呼び込むための農林 
水産業の振興 

市町が取り組む地域の魅力づく 
りへの支援 

魅力ある観光地づくりと国内外 
からの誘客の促進 

長崎県の魅力発信やイメージア 
ップとＰＲの強化 

地域を支える拠点づくりや安心 
ネットワークへの支援 

その他 

良質な働く場所の創出・確保 
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【年齢別】 

20 歳未満 

n=22 

 

n=118 n=206 

 

20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 

n=282 

 

n=284 

 

50～59 歳 

54.5 

45.5 

36.4 

22.7 

22.7 

4.5 

13.6 

22.7 

22.7 

18.2 

0.0 40.0 80.0

良質な働く場所の創出・確保

結婚・出産・子育てのしやすい

環境の整備

道路等のインフラ整備や公共交

通の充実

健康長寿対策の推進と高齢者

が生きがいを持てる環境の整備

移住の促進やＵ・Ｉターンの

情報発信と受入体制の整備

地域へ人を呼び込むための農

林水産業の振興

市町が取り組む地域の魅力づく

りへの支援

魅力ある観光地づくりと国内外

からの誘客の促進

長崎県の魅力発信やイメージ

アップとＰＲの強化

地域を支える拠点づくりや安心

ネットワークへの支援

その他

（％）

66.1 

66.1 

41.5 

13.6 

31.4 

9.3 

11.9 

14.4 

18.6 

11.0 

2.5 

0.0 40.0 80.0

67.5 

72.8 

39.3 

15.0 

22.3 

11.7 

12.1 

17.5 

15.0 

17.0 

3.4 

0.0 40.0 80.0

70.2 

62.4 

35.5 

20.6 

27.0 

15.6 

18.8 

16.0 

12.4 

14.9 

3.9 

0.0 40.0 80.0

77.1 

57.7 

32.7 

27.8 

34.5 

21.1 

13.0 

13.7 

11.6 

13.4 

4.2 

0.0 40.0 80.0

n=351 

 

60～69 歳 70～79 歳 

n=236 

 

n=140 

 

80 歳以上 

71.8 

53.6 

31.1 

32.2 

28.9 

22.1 

17.4 

11.5 

9.6 

12.0 

2.4 

0.0 40.0 80.0

良質な働く場所の創出・確保

結婚・出産・子育てのしやすい

環境の整備

道路等のインフラ整備や公共交

通の充実

健康長寿対策の推進と高齢者

が生きがいを持てる環境の整備

移住の促進やＵ・Ｉターンの

情報発信と受入体制の整備

地域へ人を呼び込むための農

林水産業の振興

市町が取り組む地域の魅力づく

りへの支援

魅力ある観光地づくりと国内外

からの誘客の促進

長崎県の魅力発信やイメージ

アップとＰＲの強化

地域を支える拠点づくりや安心

ネットワークへの支援

その他

（％）

59.4 

45.1 

25.3 

39.6 

28.0 

21.8 

15.7 

12.6 

17.7 

16.4 

2.0 

0.0 40.0 80.0

51.6 

37.4 

22.6 

39.5 

22.6 

15.8 

18.9 

14.7 

20.0 

12.6 

3.2 

0.0 40.0 80.0

〔年齢別〕  

  年齢の変化により、上位 5項目は変動がある。全体との相違は、20歳未満では「健康長寿対策

の推進と高齢者が生きがいを持てる環境の整備」「移住の促進やＵ・Ｉターンの情報発信と受入

体制の整備」「魅力ある観光地づくりと国内外からの誘客の促進」「長崎県の魅力発信やイメージ

アップとＰＲの強化」が同率 4 位、20 歳代で「長崎県の魅力発信やイメージアップとＰＲの強

化」が 5位、30 歳代で「魅力ある観光地づくりと国内外からの誘客の促進」が 5位、60 歳代、70

歳代は「健康長寿対策の推進と高齢者が生きがいを持てる環境の整備」が 3 位となっている。 

  また、「健康長寿対策の推進と高齢者が生きがいを持てる環境の整備」の項目で 80歳以上は 

2 位に繰り上がっている。 

 

 

結婚・出産・子育てのしやすい 
環境の整備 
道路等のインフラ整備や公共交 
通の充実 
健康長寿対策の推進と高齢者が 
生きがいを持てる環境の整備 

移住の促進やＵ・Ｉターンの情 
報発信と受入体制の整備 

地域へ人を呼び込むための農林 
水産業の振興 

市町が取り組む地域の魅力づく 
りへの支援 

魅力ある観光地づくりと国内外 
からの誘客の促進 
長崎県の魅力発信やイメージア 
ップとＰＲの強化 

地域を支える拠点づくりや安心 
ネットワークへの支援 

その他 

良質な働く場所の創出・確保 

結婚・出産・子育てのしやすい 
環境の整備 
道路等のインフラ整備や公共交 
通の充実 
健康長寿対策の推進と高齢者が 
生きがいを持てる環境の整備 

移住の促進やＵ・Ｉターンの情 
報発信と受入体制の整備 

地域へ人を呼び込むための農林 
水産業の振興 

市町が取り組む地域の魅力づく 
りへの支援 

魅力ある観光地づくりと国内外 
からの誘客の促進 
長崎県の魅力発信やイメージア 
ップとＰＲの強化 

地域を支える拠点づくりや安心 
ネットワークへの支援 

その他 

良質な働く場所の創出・確保 
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（人） 

〔県外就職地〕 

県内

54.9%
県外

25.0%

決めていない

4.1%
無回答

16.0%

n=1,837

【雇用対策について】 

問 

【調査結果（ポイント）】 

県内就職が約 5割、県外就職約 3割 
県内・県外ともに「希望する職種、業種の就職先があったから」がトップ 

31.3 

25.9 

19.2 

15.3 

12.7 

11.1 

8.8 

6.8 

6.3 

3.8 

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

希望する職種、業種の就職先が

あったから

両親、友人などがいるから

両親など親族に勧められたから

長崎県が好きだから

長男、長女だから

希望する給料の就職先があったか

ら

生活費がかからないから

地元に貢献したかったから

家業を継ぐため

友人・先輩に勧められたから

n=1,008

(%)

43.6 

23.4 

17.5 

17.5 

12.7 

10.7 

8.8 

8.3 

5.1 

 0.0  10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

希望する職種、業種の就職先があっ

たから

都会に出たかったから

大手企業に就職したかったから

希望する給料の就職先があったから

長崎県内の企業をよく知らなかった

から

地元が県外だったから

一人暮らしがしたかったから

両親など親族に勧められたから

友人・先輩に勧められたから

n=411

(%)

3 1 1 4 1 

78 

34 

4 5 

50 

1 3 
5 

61 

8 
1 1 

6 9 3 

82 

12 
7 7 

1 
5 3 

15 

 0

 50

 100

北
海
道

茨
城
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

鳥
取
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

福
岡
県

佐
賀
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

無
回
答

〔全体〕 

  就職先として選ぶのは、「県内」が 54.9％で多く、「県外」25.0％であった。 

就職先を選んだ理由は、県内・県外ともに「希望する職種、業種の就職があったから」が 1位

となっている。 

2 位以下について「県内」を選んだ方では、「両親、友人などがいるから」が 25.9％、「両親な

ど親族に勧められたから」が 19.2％、「長崎県が好きだから」15.3％と続いている。 

 一方、「県外」を選んだ方は、「都会に出たかったから」が 23.4％で 2位、次いで「大手企業に就

職したかったから」「希望する給料の就職先があったから」で続いている。また、就職先として最

も多い都道府県は、「福岡県」「東京都」「大阪府」の順となっている。 

 

あなたが就職する時に、長崎県内と県外どちらを選びますか。なお、既に就職した経
験のある方は、最初の就職先は長崎県内と県外どちらでしたか。県外の場合は、その
都道府県も記入ください。（○は 1つ） 
また、就職に県内又は県外を選んだ理由は何ですか（〇は３つまで） 

県外就職有

89.3 

決めて

いない

6.1 

無回答

4.6 

希望する職種、業種の就職先が 
あったから 

希望する給料の就職先があった 
から 

希望する職種、業種の就職先があっ 
たから 

長崎県内の企業をよく知らなかった 
から 
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県内

54.9 

59.8 

57.2 

57.8 

40.9 

36.8 

56.2 

53.2 

50.0 

54.2 

57.3 

66.3 

59.2 

54.4 

50.5 

40.0 

県外

25.0 

21.4 

26.5 

23.7 

29.9 

41.9 

25.0 

25.3 

22.7 

33.1 

32.5 

24.5 

31.7 

27.1 

18.8 

9.5 

決めていない

4.1 

4.0 

3.9 

4.3 

4.3 

2.9 

3.7 

4.8 

22.7 

9.3 

4.4 

3.9 

2.1 

4.7 

2.0 

3.2 

無回答

16.0 

14.8 

12.4 

14.2 

25.0 

18.4 

15.1 

16.7 

4.5 

3.4 

5.8 

5.3 

7.0 

13.9 

28.7 

47.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

全体

県南地域

県央地域

県北地域

島原半島地域

離島地域

男

女

２０歳未満

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

〔地域別・性別・年齢別比較〕 

全体 
ｎ＝1,837 

県南地域 
ｎ＝723 

県央地域 
ｎ＝306 

県北地域 
ｎ＝486 

島原半島地域 
ｎ＝164 

離島地域 
ｎ＝136 

男性 
ｎ＝1,142 

女性 
ｎ＝671 

20歳未満 
ｎ＝22 

20～29歳 
ｎ＝118 

30～39歳 
ｎ＝206 

40～49歳 
ｎ＝282 

50～59歳 
ｎ＝284 

60～69歳 
ｎ＝425 

70～79歳 
ｎ＝293 

80歳以上 
ｎ＝190 

地
域
別 

性
別 

年
齢
別 

〔地域別〕  

  県内就職は、県南地域が 59.8％で最も多く、次いで県北地域・県央地域・島原半島地域・離島

地域の順となっている。 

 一方、県外就職が最も多いのは離島地域の 41.9％で県内就職を 5.1 ポイント上回っている 

〔性別〕 

性別での大きな相違は見られない。 

〔年齢別〕 

  県内就職は 40 歳代が唯一 6 割を超え、県外就職は 20 歳代・30 歳代・50 歳代が 3 割を超えて

おり、おおよそ県内 2：県外 1の割合となっている。 
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31.9 

23.4 

19.9 

22.0 

13.0 

12.5 

7.6 

6.9 

4.2 

3.9 

29.7 

31.4 

15.4 

14.9 

12.0 

10.9 

8.0 

7.4 

9.1 

1.7 

32.4 

27.8 

18.9 

8.2 

11.0 

8.9 

10.7 

6.8 

3.9 

5.0 

25.4 

22.4 

20.9 

7.5 

17.9 

11.9 

13.4 

6.0 

17.9 

1.5 

34.0 

22.0 

24.0 

10.0 

14.0 

10.0 

6.0 

6.0 

14.0 

6.0 

0.0 20.0 40.0

希望する職種、業種の就職先

があったから

両親、友人などがいるから

両親など親族に勧められたか

ら

長崎県が好きだから

長男、長女だから

希望する給料の就職先があっ

たから

生活費がかからないから

地元に貢献したかったから

家業を継ぐため

友人・先輩に勧められたから

県南地域

n=432

県央地域

n=175

県北地域

n=281

島原半島地

域n=67

離島地域

n=50

（％）

【県内就職の理由】 

32.4 

20.9 

19.2 

17.8 

15.3 

11.1 

6.5 

8.6 

9.3 

3.7 

29.4 

34.7 

19.3 

11.2 

8.1 

11.2 

12.6 

3.9 

1.1 

3.9 

0.0 20.0 40.0

男性

n=642

女性

n=357

36.4 

9.1 

18.2 

18.2 

9.1 

18.2 

35.9 

40.6 

7.8 

26.6 

6.3 

10.9 

12.5 

15.6 

1.6 

3.1 

28.0 

36.4 

15.3 

21.2 

5.9 

10.2 

12.7 

9.3 

2.5 

6.8 

29.9 

28.3 

13.9 

10.7 

12.8 

8.6 

12.3 

8.6 

4.8 

4.3 

31.5 

28.6 

20.8 

9.5 

15.5 

13.7 

4.8 

3.6 

8.3 

2.4 

33.8 

19.9 

26.0 

15.2 

13.9 

11.7 

5.6 

5.2 

8.2 

3.0 

30.4 

18.2 

20.3 

17.6 

14.9 

10.1 

10.1 

5.4 

5.4 

4.7 

27.6 

21.1 

19.7 

15.8 

14.5 

10.5 

9.2 

6.6 

13.2 

2.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

２０歳未満

n=11
２０～２９歳

n=64
３０～３９歳

n=118
４０～４９歳

n=187
５０～５９歳

n=168
６０～６９歳

n=231
７０～７９歳

n=148
８０歳以上

n=76

【県外就職の理由】 

45.0 

18.3 

19.8 

19.8 

13.0 

9.9 

7.6 

6.1 

4.6 

40.0 

24.0 

21.3 

13.3 

10.7 

13.3 

8.0 

8.0 

2.7 

43.8 

25.7 

17.1 

17.1 

10.5 

14.3 

10.5 

11.4 

6.7 

35.6 

28.9 

17.8 

17.8 

8.9 

4.4 

6.7 

6.7 

6.7 

53.8 

26.9 

5.8 

19.2 

23.1 

5.8 

11.5 

9.6 

5.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

希望する職種、業種の就職先

があったから

都会に出たかったから

大手企業に就職したかったか

ら

希望する給料の就職先があっ

たから

長崎県内の企業をよく知らな

かったから

地元が県外だったから

一人暮らしがしたかったから

両親など親族に勧められたか

ら

友人・先輩に勧められたから

県南地域

n=131

県央地域

n=75

県北地域

n=105

島原半島地域

n=45

離島地域

n=52

（％）

希望する職種、業種の就職先 
があったから 

両親など親族に勧められたか 
ら 

希望する給料の就職先が 
あったから 

長崎県内の企業をよく知らな 
かったから 

大手企業に就職したかった 
から 

45.6 

20.6 

22.6 

18.7 

12.7 

8.7 

6.7 

8.7 

4.8 

40.9 

28.6 

9.7 

16.2 

13.0 

14.3 

12.3 

7.1 

5.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

男

n=252

女

n=154

希望する職種、業種の就職先 
があったから 

両親など親族に勧められた 
から 

 希望 

66.7 
9.1 

31.8 

59.1 

13.6 

4.5 

4.5 

22.7 

9.1 

13.1 

26.2 

41.0 

31.1 

6.6 

18.0 

18.0 

11.5 

14.1 

7.8 

50.0 

25.0 

7.8 

6.3 

7.8 

12.5 

4.7 

19.3 

24.1 

42.2 

19.3 

3.6 

4.8 

3.6 

10.8 

16.9 

16.7 

13.0 

44.4 

25.9 

13.0 

8.3 

6.5 

4.6 

19.4 

23.5 

15.7 

39.2 

21.6 

11.8 

3.9 

7.8 

9.8 

13.7 

29.4 

11.8 

35.3 

17.6 

5.9 

5.9 

5.9 

23.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

２０歳未満

n=3

２０～２９歳

n=22

３０～３９歳

n=61

４０～４９歳

n=64

５０～５９歳

n=83

６０～６９歳

n=108

７０～７９歳

n=51

８０歳以上

n=17

〔地域別〕         〔性別〕         〔年齢別〕 

  

 

〔地域別〕         〔性別〕         〔年齢別〕 

  

 

希望する給料の就職先が 
あったから 
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20.4 

39.8 

4.3 

1.7 

1.5 

2.0 

1.5 

1.0 

1.6 

1.2 

1.8 

1.1 

0.4 

6.6 

15.8 

11.6 

9.8 

4.7 

4.6 

4.4 

2.1 

4.8 

1.9 

5.6 

2.6 

0.3 

5.1 

3.6 

6.8 

6.6 

5.3 

5.0 

4.6 

3.4 

7.9 

5.0 

9.3 

6.5 

0.4 

0.0 20.0 40.0

大手企業の誘致

給与等の処遇改善

県内企業の職場環境の改善

住宅環境

県内就職者への奨学金返済支援

県内就職者への学びの支援

県内企業の求人情報の早期提

供、情報発信の強化

子ども達に対して働くことの意

義などを伝える取組み

Uターン就職支援の強化

起業・創業支援制度の充実

都会のような遊び場

高速道路、公共交通機関などの

整備

その他

1位

2位

3位

（％）

就職する時に県内を選択する若者を増やすためにはどうしたらいいですか 
（最も必要なものから順番に最大３つまで） 

問 

【調査結果（ポイント）】 

若者の県内就職を増やすために最も必要なことは、「給与等の処遇改善」がトップ 

〔県内就職を増やすために必要なこと〕 

指標：1位項目×3 点＋2位項目×2点＋3位項目×1点÷1,837 

 

県内の若者を増やすために最も必要なものは、1位の項目では「給与等の処遇改善」が 39.8％で

最も多く、次いで「大手企業の誘致」「県内企業の職場環境の改善」が続いている。   

2 位の項目は「給与等の処遇改善」が 15.8％で最も多く、次いで「県内企業の職場環境の改善」

「住宅環境」が続いている。 

3 位の項目では、「都会のような遊び場」が 9.3％で最も多く、次いで「U ターン就職支援の強化」

「住宅環境」が続いている。 

以上の 1～3 位の項目を指数化して比べてみると、「給与等の処遇改善」が 1 位、「大手企業の誘

致」が 2 位、「県内企業の職場環境の改善」が 3 位となった。 

 

県内企業の求人情報の早期提供、 
情報発信の強化 

子ども達に対して働くことの意 
義などを伝える取組み 

高速道路、公共交通機関などの 
整備 

0.79 1.55 

0.43 

-0.40

0.10

0.60

1.10

1.60

〔指標化〕 

大手企業の誘致 

給与等の処遇改善 

県内企業の職場 
環境の改善 

住宅環境 

県内就職者への 
奨学金返済支援 

県内就職者への 
学びの支援 

県内企業の求人情 
報の早期提供、情 
報発信の強化 

子ども達に対して 
働くことの意義な 
どを伝える取組み 

Uターン就職支援 
の強化 

起業・創業支援 
制度の充実 

都会のような 
遊び場 

高速道路、公共交 
通機関などの整備 

その他 
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全くない

36.0 

36.8 

39.5 

34.6 

31.7 

36.8 

35.1 

38.3 

81.8 

62.7 

57.3 

49.6 

39.4 

30.1 

18.4 

8.9 

多少あるが

気にならない

29.5 

29.2 

29.7 

30.0 

28.7 

30.1 

29.8 

29.1 

22.0 

21.4 

30.1 

35.2 

36.0 

28.3 

23.7 

少々影響がある

23.4 

23.7 

23.9 

22.8 

24.4 

23.5 

24.0 

22.8 

9.1 

11.9 

16.5 

14.2 

21.1 

24.5 

38.6 

31.6 

大いに影響がある

9.4 

9.1 

6.2 

10.9 

11.6 

8.8 

10.0 

7.9 

4.5 

2.5 

4.4 

5.7 

4.2 

8.0 

13.3 

29.5 

無回答

1.7 

1.2 

0.7 

1.6 

3.7 

0.7 

1.1 

1.9 

4.5 

0.8 

0.5 

0.4 

1.4 

1.4 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

県南地域

県央地域

県北地域

島原半島地域

離島地域

男

女

２０歳未満

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

【健康づくりについて】 

問 

【調査結果（ポイント）】 

健康上の理由で日常生活に何らかの影響があると回答したのは約 3 割 
年齢の上昇とともに「全くない」は減少 

〔全体〕 

  健康上の理由で日常生活に影響がない（「全くない」＋「多少あるが気にならない」）の 65.5％

に対して、日常生活に影響がある（「少々影響がある」＋「大いに影響がある」）は 32.8％となっ

ている。 

しかし、年齢の上昇とともに日常生活に影響が「全くない」は減少していき、「影響がある」が

増加している。 

〔地域別〕 

  「全くない」の割合は「県央地域」が 39.5％で最も高く、次いで県南地域・離島地域・県北地

域・島原半島地域となっている。 

  一方、「大いに影響がある」の割合が最も高かったのは島原半島地域の 11.6％であった。 

〔性別〕 

  「多様あるが気にならない」「少々影響がある」「大いに影響がある」のいずれも女性の方が男

性よりも割合が低く、「全くない」は 3.2 ポイント高くなっている。 

〔年齢別〕 

  「全くない」の割合は年齢の上昇とともに低くなり、「大いに影響がある」の割合は年齢の上昇

とともにおおむね上昇している。 

 

 

 

あなたは、現在、健康上の理由で日常生活に何らかの影響がありますか。 
（〇は１つ） 

全体 
ｎ＝1,837 

県南地域 
ｎ＝723 
県央地域 
ｎ＝306 

県北地域 
ｎ＝486 

島原半島地域 
ｎ＝164 

離島地域 
ｎ＝136 

男性 
ｎ＝1,142 

女性 
ｎ＝671 

20歳未満 
ｎ＝22 

20～29歳 
ｎ＝118 

30～39歳 
ｎ＝206 

40～49歳 
ｎ＝282 

50～59歳 
ｎ＝284 

60～69歳 
ｎ＝425 

70～79歳 
ｎ＝293 

80歳以上 
ｎ＝190 

地
域
別 

性
別 

年
齢
別 
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あなたは、普段から健康の維持・増進のために何か行っていますか。 
（〇はいくつでも） 

問 

【調査結果（ポイント）】 

普段から健康の維持・増進のため行っていることは「定期的な健康診断」がトップ 

44.1 

38.3 

30.0 

21.4 

18.0 

3.0 

20.3 

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0

定期的な健康診断

バランスの取れた食事

定期的な運動・スポーツ

定期的な歯科検診

意識的な休養

その他

何もやっていない
n=1,837

（％）

〔全体〕 

  普段から健康の維持・増進のために行っていることは、「定期的な健康診断」が 44.1％で最も

多く、次いで「バランスの取れた食事」「定期的な運動・スポーツ」と続いている。一方「何もや

っていない」は 20.3％となっている。 

 

 

県南 県央 県北 島原半島 離島 

n=723 

 

n=306 

 

n=486 

 

n=164 

 

n=136 

 

【地域別】 

43.6 

37.9 

34.7 

22.8 

16.7 

3.3 

18.5 

0.0 40.0 80.0

定期的な健康診断

バランスの取れた食事

定期的な運動・スポーツ

定期的な歯科検診

意識的な休養

その他

何もやっていない

（％）

46.1 

41.8 

31.0 

24.2 

22.2 

2.6 

18.0 

0.0 40.0 80.0

44.7 

35.8 

26.5 

21.8 

17.3 

3.1 

21.8 

0.0 40.0 80.0

46.3 

43.9 

18.9 

17.7 

17.7 

1.8 

23.8 

0.0 40.0 80.0

41.2 

36.8 

30.9 

10.3 

19.1 

3.7 

25.0 

0.0 40.0 80.0

 

〔地域別〕 

地域別での傾向に大きな相違は見られないが、離島地域で「定期的な歯科検診」と「意識的な

休養」の順位が全体の結果と入れ替わっている。 

「何もやっていない」の割合が最も高かったのは離島地域であった。 
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男性 女性 

【性別】 

n=1,142 

 

n=671 

 
44.5 

36.1 

33.6 

21.0 

15.5 

3.2 

20.5 

0.0 40.0 80.0

定期的な健康診断

バランスの取れた食事

定期的な運動・スポーツ

定期的な歯科検診

意識的な休養

その他

何もやっていない

（％）

44.0 

42.2 

24.3 

21.9 

22.4 

2.7 

20.0 

0.0 40.0 80.0

【年齢別】 

20 歳未満 

n=22 

 

n=118 n=206 

 

20～29 歳 30～39 歳 

n=282 

 

n=284 

 

50～59 歳 40～49 歳 

-

18.2 

36.4 

-

18.2 

4.5 

27.3 

0.0 40.0 80.0

定期的な健康診断

バランスの取れた食事

定期的な運動・スポーツ

定期的な歯科検診

意識的な休養

その他

何もやっていない

（％）

16.9 

33.1 

31.4 

13.6 

22.0 

0.8 

28.8 

0.0 40.0 80.0

25.2 

31.1 

28.2 

17.5 

19.9 

1.5 

33.0 

0.0 40.0 80.0

39.7 

30.9 

27.7 

18.1 

17.7 

2.5 

27.0 

0.0 40.0 80.0

47.9 

40.5 

25.0 

18.7 

20.4 

1.1 

21.5 

0.0 40.0 80.0

n=425 

 

60～69 歳 70～79 歳 

n=293 

 

n=190 

 

80 歳以上 

51.8 

41.2 

32.0 

24.9 

17.9 

3.3 

16.0 

0.0 40.0 80.0

定期的な健康診断

バランスの取れた食事

定期的な運動・スポーツ

定期的な歯科検診

意識的な休養

その他

何もやっていない

（％）

59.4 

46.8 

38.6 

30.4 

16.4 

5.8 

10.9 

0.0 40.0 80.0

48.9 

41.1 

24.7 

20.0 

13.2 

5.3 

13.2 

0.0 40.0 80.0

〔性別〕  

  性別での傾向に大きな相違は見られないが、「定期的な運動・スポーツ」は男性がやや高く、「バ

ランスの取れた食事」「意識的な休養」は女性がやや高くなっている。一方、「何もやっていない」

は男性、女性ともほとんど変わりはなかった。 

 

〔年齢別〕  

  40 歳以上では、上位 5 項目で大きな順位変動はほぼ見られない。39 歳までは「定期的な健康

診断」及び「定期的な歯科検診」の割合が低くなっており、20 歳未満ではこの他「バランスのと

れた食事」の割合も 18.2％と「定期的な運動・スポーツ」を下回っている。 
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26.3 

16.9 

3.2 

1.4 

1.7 

0.6 

59.8 

0.0 40.0 80.0

「県民体操（がんばらんば体

操）」の普及

「週刊健康マガジン」の放送

「長崎健康づくり応援の店」

の登録

「ながさき健味んメニュー」の

開発

「健康経営」の推進

その他

知らない

（％）

問 
あなたは、健康づくりのために長崎県が行っている取組を知っていますか。 
（〇はいくつでも） 

【調査結果（ポイント）】 

長崎県の取組認知度が最も高いのは「県民体操（がんばらんば体操）」の普及で約３割 
取組を「知らない」は約 5 割 

〔全体〕 

  長崎県が行っている健康づくりのための取組認知度は、最も高い「「県民体操（がんばらんば体

操）」の普及」が 33.9％、次いで「「週刊健康マガジン」の放送」であった。 

  一方、取組について「知らない」と回答したのは 53.6％と半数を超えていた。 

 

 

県南 県央 県北 島原半島 離島 

n=723 

 

n=306 

 

n=486 

 

n=164 

 

n=136 

 

【地域別】 

 

〔地域別〕 

地域別での傾向に大きな相違は見られないが、最も認知度の高い「「県民体操（がんばらんば体

操）」の普及」は離島地域が 47.8％、島原半島地域が 45.1％と約 5 割となっている。 

一方、「知らない」の割合が最も高かったのは県南地域の 59.8％であった。 

 

38.6 

17.0 

4.2 

4.2 

2.0 

1.6 

52.6 

0.0 40.0 80.0

35.4 

16.7 

3.3 

1.6 

1.9 

1.2 

51.2 

0.0 40.0 80.0

45.1 

12.8 

3.0 

3.7 

1.8 

1.2 

45.1 

0.0 40.0 80.0

47.8 

8.8 

2.9 

2.9 

2.2 

-

43.4 

0.0 40.0 80.0

33.9 

15.7 

3.4 

2.2 

1.9 

0.9 

53.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

「県民体操（がんばらんば体操）」の普及

「週刊健康マガジン」の放送

「長崎健康づくり応援の店」の登録

「ながさき健味んメニュー」の開発

「健康経営」の推進

その他

知らない

（％）

n=1,837

「週刊健康マガジン」の放送 

「長崎健康づくり応援の店」 
の登録 

「ながさき健味んメニュー」 
の開発 

「健康経営」の推進 

その他 

知らない 

「県民体操（がんばらんば体 
操）」の普及 
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男性 女性 

【性別】 

n=1,142 

 

n=671 

 

【年齢別】 

20 歳未満 

n=22 

 

n=118 n=206 

 

20～29 歳 30～39 歳 

n=282 

 

n=284 

 

50～59 歳 40～49 歳 

n=425 

 

60～69 歳 70～79 歳 

n=293 

 

n=190 

 

80 歳以上 

〔性別〕  

  男性と女性では、「「健康経営」の推進」以外はすべて女性の方が認知度が高く、「「県民体操（が

んばらんば体操」の普及」で、女性は 45.0％であるのに対し、男性は 27.4％となっている。 

  また、「知らない」の割合は女性が 42.5％と男性の 60.6％を 18.1ポイント下回っている。 

〔年齢別〕  

  年齢別での傾向に大きな相違は見られないが、「「週刊健康マガジン」の放送」について最も認

知度が高いのは 40 歳代の 26.2％であった。 

  一方、「知らない」の割合が最も高いのは、30歳代の 61.2％であった。 

 

 

27.4 

13.0 

2.8 

1.8 

1.9 

0.5 

60.6 

0.0 40.0 80.0

「県民体操（がんばらんば体

操）」の普及

「週刊健康マガジン」の放送

「長崎健康づくり応援の店」

の登録

「ながさき健味んメニュー」の

開発

「健康経営」の推進

その他

知らない

（％）

27.3 

18.2 

4.5 

-

-

4.5 

59.1 

0.0 40.0 80.0

「県民体操（がんばらんば体

操）」の普及

「週刊健康マガジン」の放送

「長崎健康づくり応援の店」

の登録

「ながさき健味んメニュー」の

開発

「健康経営」の推進

その他

知らない

（％）

45.0 

20.9 

4.3 

2.8 

1.6 

1.6 

42.5 

0.0 40.0 80.0

35.6 

22.0 

3.4 

1.7 

1.7 

-

53.4 

0.0 40.0 80.0

33.0 

16.0 

3.4 

0.5 

1.9 

-

61.2 

0.0 40.0 80.0

38.3 

26.2 

3.2 

1.4 

1.4 

0.4 

48.2 

0.0 40.0 80.0

38.4 

21.8 

2.8 

1.4 

1.8 

0.4 

53.5 

0.0 40.0 80.0

32.9 

11.5 

3.3 

2.6 

2.1 

1.6 

53.4 

0.0 40.0 80.0

「県民体操（がんばらんば体

操）」の普及

「週刊健康マガジン」の放送

「長崎健康づくり応援の店」

の登録

「ながさき健味んメニュー」の

開発

「健康経営」の推進

その他

知らない

（％）

32.1 

10.2 

5.1 

4.1 

1.4 

1.7 

53.2 

0.0 40.0 80.0

26.8 

5.3 

1.6 

3.7 

2.6 

1.1 

56.3 

0.0 40.0 80.0

「週刊健康マガジン」の放送 

「長崎健康づくり応援の店」 
の登録 

「ながさき健味んメニュー」 
の開発 

「健康経営」の推進 

その他 

知らない 

「県民体操（がんばらんば体 
操）」の普及 

「週刊健康マガジン」の放送 

「長崎健康づくり応援の店」 
の登録 

「ながさき健味んメニュー」 
の開発 

「健康経営」の推進 

その他 

知らない 

「県民体操（がんばらんば体 
操）」の普及 

「週刊健康マガジン」の放送 

「長崎健康づくり応援の店」 
の登録 

「ながさき健味んメニュー」 
の開発 

「健康経営」の推進 

その他 

知らない 

「県民体操（がんばらんば体 
操）」の普及 
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週に３日以上

のペース

17.1 

20.5 

15.0 

15.8 

9.8 

16.9 

20.0 

12.4 

9.1 

9.3 

8.3 

17.4 

12.3 

20.2 

28.0 

15.3 

週に１～２日

のペース

20.1 

21.7 

21.2 

19.1 

15.9 

19.9 

19.2 

22.1 

36.4 

21.2 

21.4 

18.4 

17.6 

17.2 

22.9 

25.8 

月に１～３日

のペース

8.9 

8.0 

10.8 

10.1 

7.9 

5.9 

9.9 

7.5 

9.1 

11.0 

10.2 

10.3 

8.8 

10.1 

6.8 

5.3 

３ヶ月に１～

２回くらい

3.9 

5.1 

4.9 

2.1 

1.2 

4.4 

4.5 

3.0 

10.2 

7.3 

3.9 

4.9 

3.1 

1.4 

1.1 

年に１～

２回くらい

3.8 

3.7 

2.9 

3.7 

6.7 

3.7 

3.7 

4.2 

4.5 

4.2 

7.3 

6.7 

6.0 

2.1 

1.0 

0.5 

ほとんど行って

いない

43.5 

39.0 

43.5 

45.9 

54.9 

47.8 

40.5 

48.4 

36.4 

43.2 

45.6 

42.9 

50.0 

45.9 

36.5 

40.0 

無回答

2.7 

1.9 

1.6 

3.3 

3.7 

1.5 

2.3 

2.5 

4.5 

0.8 

0.4 

0.4 

1.4 

3.4 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

全体

県南地域

県央地域

県北地域

島原半島地域

離島地域

男

女

２０歳未満

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

【スポーツの振興について】 

問 

【調査結果（ポイント）】 

週１回以上の運動の実施は約 4 割、ほとんど行ってない約 4 割 
週１回以上の運動の実施割合が高いのは 70 歳以上と 20 歳未満 

〔全体〕 

  「ほとんど行っていない」が 43.5％で最も多く、次いで「週に１～２日のペース」「週に３日

以上のペース」と続いており、「週１回以上運動を行っている（週に３日以上のペース+週に１～

２日のペース）」は 37.2％であった。 

〔地域別〕 

  全体との傾向の相違は見られないものの、「ほとんど行っていない」の割合は島原半島地域が

54.9％で最も多く、次いで離島地域・県北地域が続いている。 

一方、「週１回以上運動を行っている」割合が最も高かったのは県南地域の 42.2％であった。 

〔性別〕 

  全体との傾向の大きな相違は見られないが、女性の方が「ほとんど行っていない」は 7.9ポイ

ント高く、「週１回以上運動を行っている」は 4.7ポイント低くなっている。 

〔年齢別〕 

  年代により大きな相違が見られ、「ほとんど行っていない」は 20 歳未満が 36.4％と低く、「週

１回以上運動を行っている」は 70 歳代の 50.9％が最も高くなっている。一方、30 歳代・50歳代

は「週１回以上運動を行っている」が 30％を切っており、20ポイント以上の乖離がある。 

 

 

 

あなたが運動やスポーツを行う頻度はどのくらいですか。（○は１つ） 

全体 
ｎ＝1,837 

県南地域 
ｎ＝723 
県央地域 
ｎ＝306 

県北地域 
ｎ＝486 

島原半島地域 
ｎ＝164 

離島地域 
ｎ＝136 

男性 
ｎ＝1,142 

女性 
ｎ＝671 

20歳未満 
ｎ＝22 

20～29歳 
ｎ＝118 

30～39歳 
ｎ＝206 

40～49歳 
ｎ＝282 

50～59歳 
ｎ＝284 

60～69歳 
ｎ＝425 

70～79歳 
ｎ＝293 

80歳以上 
ｎ＝190 

地
域
別 

性
別 

年
齢
別 
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県南 県央 県北 島原半島 離島 

あなたが運動やスポーツを行う際に、困っていることや妨げになっていることは 
何ですか。（〇はいくつでも） 

問 

【調査結果（ポイント）】 

スポーツを行う際の妨げは「仕事や家事で時間が取れない」がトップ 

〔全体〕 

  運動やスポーツを行う際に、困っていることや妨げになっていることは、「仕事や家事で時間

が取れない」が 32.4％で最も多く、次いで「特にない」「身近に施設がない」で続いている。 

 

 

〔地域別〕 

上位 5項目で地域別による全体の結果と傾向の相違が見られるのは、県南地域・県央地域で「運

動・スポーツに関する情報が不足している」が 5 位、「一緒に行う仲間がいない」が 6 位となっ

ている。県北地域で「スポーツに費用をかける余裕がない」が 3位、「身近に施設がない」が 4位

と入れ替わっている。また、離島地域で「特にない」が 1位になり、「一緒に行う仲間がいない」

が 4位、「スポーツに費用をかける余裕がない」が 5位となっている。 

 

32.4 

18.3 

16.2 

9.2 

8.5 

7.8 

7.0 

6.3 

28.3 

5.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

仕事や家事で時間が取れない

身近に施設がない

スポーツに費用をかける余裕がない

一緒に行う仲間がいない

運動・スポーツに関する情報が不足している

運動やスポーツをすることに興味がない

育児・介護をしなければならない

他の趣味が忙しい

特にない

その他 n=1,837

（％）

n=723 

 

n=306 

 

n=486 

 

n=164 

 

n=136 

 

【地域別】 

29.7 

18.4 

15.9 

9.7 

10.1 

7.5 

5.1 

6.4 

28.5 

4.8 

0.0 20.0 40.0

仕事や家事で時間が取れない

身近に施設がない

スポーツに費用をかける余裕が

ない

一緒に行う仲間がいない

運動・スポーツに関する情報が

不足している

運動やスポーツをすることに興

味がない

育児・介護をしなければならな

い

他の趣味が忙しい

特にない

その他

（％）

33.7 

19.9 

19.0 

8.8 

9.8 

7.2 

8.2 

6.2 

28.4 

4.9 

0.0 20.0 40.0

35.6 

17.7 

18.1 

8.2 

7.2 

8.8 

9.1 

6.0 

24.7 

6.0 

0.0 20.0 40.0

37.2 

15.2 

12.2 

8.5 

6.1 

7.3 

7.3 

4.3 

29.9 

4.3 

0.0 20.0 40.0

30.1 

22.1 

10.3 

13.2 

5.9 

8.8 

6.6 

8.8 

34.6 

8.1 

0.0 20.0 40.0

スポーツに費用をかける余裕が 

ない 

仕事や家事で時間が取れない 

身近に施設がない 

一緒に行う仲間がいない 

運動・スポーツに関する情報が 

不足している 

運動やスポーツをすることに興 

味がない 

育児・介護をしなければならな 

い 

他の趣味が忙しい 

特にない 

その他 
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【性別】 

【年齢別】 

20 歳未満 

n=22 

 

n=118 n=206 

 

30～39 歳 

n=282 

 

〔性別〕  

  性別での傾向の相違は、女性は「育児・介護をしなければならない」が 13.4％で 5位となって

おり、男性の 3.3％とは 10.1 ポイントの乖離がある。 

 

30.6 

17.9 

14.6 

9.0 

9.5 

7.1 

3.3 

6.6 

29.8 

5.3 

0.0 20.0 40.0

仕事や家事で時間が取れない

身近に施設がない

スポーツに費用をかける余裕が

ない

一緒に行う仲間がいない

運動・スポーツに関する情報が

不足している

運動やスポーツをすることに興

味がない

育児・介護をしなければならな

い

他の趣味が忙しい

特にない

その他

（％）

35.9 

19.5 

18.9 

9.8 

7.2 

9.1 

13.4 

5.7 

25.3 

5.4 

0.0 20.0 40.0

男性 女性 

n=1,142 

 

n=671 

 

20～29 歳 

n=284 

 

50～59 歳 40～49 歳 

27.3 

31.8 

13.6 

9.1 

9.1 

9.1 

40.9 

4.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

仕事や家事で時間が取れない

身近に施設がない

スポーツに費用をかける余裕が

ない

一緒に行う仲間がいない

運動・スポーツに関する情報が

不足している

運動やスポーツをすることに興

味がない

育児・介護をしなければならな

い

他の趣味が忙しい

特にない

その他

（％）

41.5 

32.2 

16.1 

16.1 

10.2 

7.6 

8.5 

9.3 

23.7 

1.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

56.3 

27.2 

27.7 

12.1 

12.1 

8.7 

24.8 

5.3 

17.0 

2.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

56.7 

18.8 

22.0 

7.1 

7.4 

7.4 

8.9 

5.0 

17.0 

4.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

45.4 

16.9 

20.8 

9.5 

7.7 

9.9 

5.3 

5.3 

23.9 

3.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

スポーツに費用をかける余裕が 

ない 

仕事や家事で時間が取れない 

身近に施設がない 

一緒に行う仲間がいない 

運動・スポーツに関する情報が 

不足している 

運動やスポーツをすることに興 

味がない 

育児・介護をしなければならな 

い 

他の趣味が忙しい 

特にない 

その他 

スポーツに費用をかける余裕が 

ない 

仕事や家事で時間が取れない 

身近に施設がない 

一緒に行う仲間がいない 

運動・スポーツに関する情報が 

不足している 

運動やスポーツをすることに興 

味がない 

育児・介護をしなければならな 

い 

他の趣味が忙しい 

特にない 

その他 
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〔年齢別〕  

  上位 5 項目での年齢による傾向の相違は大きく、相違点は 20 歳未満・60 歳代以上では「特に

ない」が 1 位、20歳代は「身近に施設がない」が 2 位、30 歳代は「育児・介護をしなければなら

ない」が 4 位、40歳代は「スポーツに費用をかける余裕がない」が 2位、50 歳代は 3位、などラ

イフステージによる差が表れている。 

 

 

22.1 

14.8 

13.2 

7.5 

8.9 

8.5 

1.9 

8.7 

36.0 

5.2 

0.0 20.0 40.0 60.0

仕事や家事で時間が取れない

身近に施設がない

スポーツに費用をかける余裕が

ない

一緒に行う仲間がいない

運動・スポーツに関する情報が

不足している

運動やスポーツをすることに興

味がない

育児・介護をしなければならな

い

他の趣味が忙しい

特にない

その他

（％）

10.9 

15.7 

9.9 

8.9 

8.5 

6.5 

4.8 

5.8 

34.8 

6.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

3.2 

12.6 

4.7 

8.9 

5.3 

5.8 

2.6 

3.2 

37.4 

13.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

n=425 

 

60～69 歳 70～79 歳 

n=293 

 

n=190 

 

80 歳以上 

スポーツに費用をかける余裕が 

ない 

仕事や家事で時間が取れない 

身近に施設がない 

一緒に行う仲間がいない 

運動・スポーツに関する情報が 

不足している 

運動やスポーツをすることに興 

味がない 

育児・介護をしなければならな 

い 

他の趣味が忙しい 

特にない 

その他 
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県南 県央 県北 島原半島 離島 

n=723 

 

n=306 

 

n=486 

 

n=164 

 

n=136 

 

30.4 

9.4 

2.1 

51.5 

12.9 

8.3 

5.7 

1.0 

60.7 

0.0 50.0 100.0

（家庭で）

「早寝、早起き、朝ご飯」の生活

リズムを確立させている

「家庭の日」に家族一緒の食事

や会話をしている

その他

取り組んでいない

（地域で）

あいさつ、声かけ運動を行って

いる

学校、ＰＴＡ行事や地域行事

に進んで参加している

子供や子育て家族を温かく見守

り、相談にのっている

その他

取り組んでいない

（％）

38.6 

9.8 

2.3 

47.1 

14.4 

13.4 

7.8 

2.3 

54.9 

0.0 50.0 100.0

34.6 

11.3 

1.4 

44.7 

14.6 

11.5 

5.6 

1.6 

54.5 

0.0 50.0 100.0

33.5 

7.9 

0.6 

45.7 

18.3 

8.5 

6.7 

1.2 

50.0 

0.0 50.0 100.0

33.8 

7.4 

2.9 

41.9 

16.9 

15.4 

6.6 

2.2 

50.0 

0.0 50.0 100.0

【子育て支援について】 

問 

【調査結果（ポイント）】 

「ココロねっこ運動」の取組で最も高い項目の割合は 
家庭で約 3 割、地域で約 2 割 

現在、県では地域子育て支援として「ココロねっこ運動」を行っていますが、あなた
はどのようなことに取り組んでいますか。 
（○はいくつでも） 

33.3 

9.9 

1.9 

47.3 

14.5 

10.5 

6.2 

1.5 

56.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

（家庭で）

「早寝、早起き、朝ご飯」の生活リズムを確立させている

「家庭の日」に家族一緒の食事や会話をしている

その他

取り組んでいない

（地域で）

あいさつ、声かけ運動を行っている

学校、ＰＴＡ行事や地域行事に進んで参加している

子供や子育て家族を温かく見守り、相談にのっている

その他

取り組んでいない

n=1,837

〔全体〕 

  家庭では、「取り組んでいない」が最も多いが、「「早寝、早起き、朝ご飯」の生活リズムを確立

させている」が 33.3％、「「家庭の日」に家族一緒の食事や会話をしている」が 9.9％と、一定の

取組が見受けられる。 

また、地域でも、「取り組んでいない」が最も多いが、次いで「あいさつ、声かけ運動を行って

いる」「学校、ＰＴＡ行事や地域行事に進んで参加している」の取組が見られる。 

【地域別】 

 

〔地域別〕 

地域による傾向の相違は見られないが、「取り組んでいない」と回答した割合は県南地域が高

くなっている。 

 

「早寝、早起き、朝ご飯」の生活 

リズムを確立させている 

（家庭で） 

（地域で） 

「家庭の日」に家族一緒の食事や 

会話をしている 

その他 

取り組んでいない 

あいさつ、声かけ運動を行ってい 

る 

学校、ＰＴＡ行事や地域行事に進 

んで参加している 

子供や子育て家族を温かく見守り 

、相談にのっている 

その他 

取り組んでいない 
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22.7 

9.1 

4.5 

54.5 

9.1 

-

4.5 

-

81.8 

0.0 50.0 100.0

（家庭で）

「早寝、早起き、朝ご飯」の生活

リズムを確立させている

「家庭の日」に家族一緒の食事

や会話をしている

その他

取り組んでいない

（地域で）

あいさつ、声かけ運動を行って

いる

学校、ＰＴＡ行事や地域行事

に進んで参加している

子供や子育て家族を温かく見守

り、相談にのっている

その他

取り組んでいない

（％）

22.9 

7.6 

0.8 

66.1 

7.6 

3.4 

2.5 

-

74.6 

0.0 50.0 100.0

36.9 

17.5 

2.4 

48.1 

10.7 

15.0 

9.2 

1.0 

62.1 

0.0 50.0 100.0

40.4 

11.7 

2.5 

47.2 

14.5 

24.1 

7.8 

1.4 

56.0 

0.0 50.0 100.0

26.4 

8.1 

1.8 

58.5 

12.7 

12.7 

4.6 

0.7 

62.7 

0.0 50.0 100.0

男性 女性 

【性別】 

n=1,142 

 

n=671 

 

【年齢別】 

20 歳未満 

n=22 

 

n=118 n=206 

 

20～29 歳 30～39 歳 

n=282 

 

n=284 

 

50～59 歳 40～49 歳 

〔性別〕  

  性別での傾向の相違は見られないが、女性は「「早寝、早起き、朝ご飯」の生活リズムを確立さ

せている」が 39.3％で、男性より 9.3ポイント高くなっているなど、女性の方が取り組む割合が

高くなっている。 

 

30.0 

8.8 

1.9 

50.9 

12.5 

8.8 

4.8 

1.4 

60.9 

0.0 50.0 100.0

（家庭で）

「早寝、早起き、朝ご飯」の生活

リズムを確立させている

「家庭の日」に家族一緒の食事

や会話をしている

その他

取り組んでいない

（地域で）

あいさつ、声かけ運動を行って

いる

学校、ＰＴＡ行事や地域行事

に進んで参加している

子供や子育て家族を温かく見守

り、相談にのっている

その他

取り組んでいない

（％）

39.3 

11.5 

1.8 

41.7 

17.4 

13.6 

8.3 

1.6 

48.3 

0.0 50.0 100.0

「早寝、早起き、朝ご飯」の生活 

リズムを確立させている 

（家庭で） 

（地域で） 

「家庭の日」に家族一緒の食事や 

会話をしている 

その他 

取り組んでいない 

あいさつ、声かけ運動を行ってい 

る 

学校、ＰＴＡ行事や地域行事に進 

んで参加している 

子供や子育て家族を温かく見守り 

、相談にのっている 

その他 

取り組んでいない 

「早寝、早起き、朝ご飯」の生活 

リズムを確立させている 

（家庭で） 

（地域で） 

「家庭の日」に家族一緒の食事や 

会話をしている 

その他 

取り組んでいない 

あいさつ、声かけ運動を行ってい 

る 

学校、ＰＴＡ行事や地域行事に進 

んで参加している 

子供や子育て家族を温かく見守り 

、相談にのっている 

その他 

取り組んでいない 
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n=425 

 

60～69 歳 70～79 歳 

n=293 

 

n=190 

 

80 歳以上 

〔年齢別〕  

  年齢による全体との傾向の大きな相違は見られないが、30 歳代・40 歳代は年代の上昇ととも

に家庭での取組が多くなっている。 

  また、地域での取組は年代の上昇とともに多くなる傾向が見られる。 

 

 

34.6 

8.5 

1.6 

49.4 

17.2 

5.4 

6.4 

1.4 

60.9 

0.0 50.0 100.0

（家庭で）

「早寝、早起き、朝ご飯」の生活

リズムを確立させている

「家庭の日」に家族一緒の食事

や会話をしている

その他

取り組んでいない

（地域で）

あいさつ、声かけ運動を行って

いる

学校、ＰＴＡ行事や地域行事

に進んで参加している

子供や子育て家族を温かく見守

り、相談にのっている

その他

取り組んでいない

（％）

38.2 

7.8 

0.3 

36.9 

19.5 

7.2 

7.2 

2.7 

41.3 

0.0 50.0 100.0

27.4 

7.4 

3.7 

32.6 

11.6 

4.2 

3.2 

2.6 

40.0 

0.0 50.0 100.0

「早寝、早起き、朝ご飯」の生活 

リズムを確立させている 

（家庭で） 

（地域で） 

「家庭の日」に家族一緒の食事や 

会話をしている 

その他 

取り組んでいない 

あいさつ、声かけ運動を行ってい 

る 

学校、ＰＴＡ行事や地域行事に進 

んで参加している 

子供や子育て家族を温かく見守り 

、相談にのっている 

その他 

取り組んでいない 
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興味ある

15.2 

13.4 

15.0 

16.9 

18.3 

16.2 

13.5 

18.3 

9.1 

12.7 

17.5 

13.8 

16.9 

15.3 

16.0 

13.7 

興味ない

77.6 

81.1 

81.0 

74.3 

71.3 

75.7 

80.0 

74.1 

86.4 

87.3 

81.6 

84.0 

80.3 

80.0 

71.7 

59.5 

無回答

7.2 

5.5 

3.9 

8.8 

10.4 

8.1 

6.5 

7.6 

4.5 

1.0 

2.1 

2.8 

4.7 

12.3 

26.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

県南地域

県央地域

県北地域

島原半島地域

離島地域

男

女

２０歳未満

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

問 

【調査結果（ポイント）】 

里親制度に興味あるのは約 2 割 
里親制度について知りたいことは「里親制度の内容」 

現在、県では里親制度を広めるための取り組みを行っていますが、あなたは、「里親」
について興味はありますか。（○は１つ）また、興味がある方は、今後どのようなこと
を知りたいですか。（〇は２つまで） 

〔全体〕 

  里親制度に「興味ある」が 15.2％で「興味ない」が 77.6％であった。 

〔地域別〕 

  地域による全体の傾向との相違はないが、「興味ある」が最も多いのは島原半島地域が 18.3％、

次いで県北地域・離島地域・県央地域・県南地域の順となっている。 

〔性別〕 

  性別による全体との傾向の大きな相違は見られないが、女性の方が「興味ある」が男性よりも

4.8ポイント高くなっている。 

〔年齢別〕 

  年齢による全体の傾向との相違はないが、「興味ある」が最も多いのは 30歳代が 17.5％、次い

で 50 歳代・70歳代と続いている。 

 

 

 

全体 
ｎ＝1,837 

県南地域 
ｎ＝723 
県央地域 
ｎ＝306 

県北地域 
ｎ＝486 

島原半島地域 
ｎ＝164 

離島地域 
ｎ＝136 

男性 
ｎ＝1,142 

女性 
ｎ＝671 

20歳未満 
ｎ＝22 

20～29歳 
ｎ＝118 

30～39歳 
ｎ＝206 

40～49歳 
ｎ＝282 

50～59歳 
ｎ＝284 

60～69歳 
ｎ＝425 

70～79歳 
ｎ＝293 

80歳以上 
ｎ＝190 

地
域
別 

性
別 

年
齢
別 
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県南 県央 県北 島原半島 離島 

n=97 

 

n=46 

 

n=82 

 

n=30 

 

n=22 

 
27.8 

20.6 

28.9 

19.6 

23.7 

15.5 

15.5 

1.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

里親制度の内容

県内里親の実情・体験談

養育にかかる費用負担（公費負

担額）

里親になるための資格・要件

里親に対するサポート体制（行

政・里親会）

県内里親の状況（登録数・年齢

など）

相談窓口

その他

（％）

32.6 

32.6 

30.4 

19.6 

26.1 

13.0 

13.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

30.5 

34.1 

25.6 

30.5 

13.4 

13.4 

9.8 

2.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

40.0 

16.7 

13.3 

40.0 

16.7 

10.0 

13.3 

6.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

36.4 

31.8 

22.7 

18.2 

18.2 

18.2 

9.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

【今後知りたいこと】 

〔全体〕 

  里親制度に興味がある方が今後知りたいこととして、「里親制度の内容」が 31.1％で最も多く、

次いで「県内里親の実情・体験談」「養育にかかる費用負担（公費負担額）」が続いている。 

※地域別・年齢別は母数が小さいため参考として掲載のみとする。 

【地域別】 

男性 女性 

【性別】 

n=154 

 

n=123 

 

31.1 

26.8 

25.7 

24.6 

19.6 

14.3 

12.5 

2.5 

0.0 20.0 40.0

里親制度の内容

県内里親の実情・体験談

養育にかかる費用負担（公費負担額）

里親になるための資格・要件

里親に対するサポート体制（行政・里親会）

県内里親の状況（登録数・年齢など）

相談窓口

その他 n=280

（％）

30.5 

20.8 

26.6 

22.7 

22.1 

16.2 

14.9 

1.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

里親制度の内容

県内里親の実情・体験談

養育にかかる費用負担（公費負

担額）

里親になるための資格・要件

里親に対するサポート体制（行

政・里親会）

県内里親の状況（登録数・年齢

など）

相談窓口

その他

（％）

32.5 

34.1 

25.2 

27.6 

17.1 

11.4 

8.1 

4.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

 

〔性別〕 

  男性は「里親制度の内容」が全体同様 1位となり、女性は全体と異なり「県内里親の実情・体

験談」が 1位となっている。 

里親制度の内容 

県内里親の実情・体験談 

養育にかかる費用負担（ 

公費負担額） 

里親になるための資格・ 

要件 
里親に対するサポート体 

制（行政・里親会） 

県内里親の状況（登録数 

・年齢など） 

相談窓口 

その他 

里親制度の内容 

県内里親の実情・体験談 

養育にかかる費用負担（ 

公費負担額） 

里親になるための資格・ 

要件 
里親に対するサポート体 

制（行政・里親会） 
県内里親の状況（登録数 

・年齢など） 

相談窓口 

その他 
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n=48 

 
50.0 

50.0 

100.0 

50.0 

0.0 50.0 100.0

里親制度の内容

県内里親の実情・体験談

養育にかかる費用負担（公費負

担額）

里親になるための資格・要件

里親に対するサポート体制（行

政・里親会）

県内里親の状況（登録数・年齢

など）

相談窓口

その他

（％）

40.0 

26.7 

40.0 

26.7 

26.7 

13.3 

13.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

36.1 

30.6 

36.1 

22.2 

27.8 

8.3 

5.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

28.2 

15.4 

30.8 

41.0 

25.6 

12.8 

7.7 

2.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

35.4 

35.4 

22.9 

25.0 

12.5 

18.8 

8.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

30.8 

32.3 

20.0 

26.2 

12.3 

18.5 

16.9 

3.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

里親制度の内容

県内里親の実情・体験談

養育にかかる費用負担（公費負

担額）

里親になるための資格・要件

里親に対するサポート体制（行

政・里親会）

県内里親の状況（登録数・年齢

など）

相談窓口

その他

（％）

27.7 

19.1 

23.4 

17.0 

21.3 

14.9 

10.6 

6.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

23.1 

23.1 

15.4 

15.4 

26.9 

3.8 

23.1 

3.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

【年齢別】 

20 歳未満 

n=2 

 

n=15 n=36 

 

20～29 歳 30～39 歳 

n=39 

 

50～59 歳 40～49 歳 

n=65 

 

60～69 歳 70～79 歳 

n=47 

 

n=26 

 

80 歳以上 

里親制度の内容 

県内里親の実情・体験談 

養育にかかる費用負担（ 

公費負担額） 

里親になるための資格・ 

要件 
里親に対するサポート体 

制（行政・里親会） 
県内里親の状況（登録数 

・年齢など） 

相談窓口 

その他 

里親制度の内容 

県内里親の実情・体験談 

養育にかかる費用負担（ 

公費負担額） 

里親になるための資格・ 

要件 
里親に対するサポート体 

制（行政・里親会） 
県内里親の状況（登録数 

・年齢など） 

相談窓口 

その他 


